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る・これらは塩分の稀薄椙と関係し，品種と補償性（特　やEb等とも関連的に考慮する必要があろう．

に苗質と我植密度）の活用が問題となろう．また施肥法

動力耕転機利用による水稲栽培試験

（施肥法に関する調査研究）

伊　　藤　　正

（宮城県展試）

1．日　　　　　的

水田での動力耕転機利用技術確立のため，昭和30年度

から耕転時期・方法・爪の種類と土壌反転・連年利用・

施肥法等についての試験を実施して来たものであり，そ

の中施肥法についての試験結果の概要を報告する．

2．試　験　方　法

試験区の構成は第1表のとおりで1区面積40桝2の4

達制とし，施肥量a当りNO．68軸・PO．564吻・Ⅹ0．483

吻耕深12ぐ椚とし，農機具はクボタ式K5（60用巾）ナタ

爪・高北式双用黎・ユニオソ式砕土磯・馬鍬を供用し

た・供託圃場は沖煎包第3期層の礫を含む壌土で地下水

が低く排水は良好で，「ささしく・れ」を供試し耕種概要

は標準桝種梗概によった．現地試験は第1図のような土

第1表．試験区の構成
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第1囲．現地試験供試圃場土性
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壌条件で，表層・全層，根付け肥（挿映直前硫安10a当

り5．63軸散布）について比較した．作業操作は場内試験

と同様でその他は担当兵家の慣行法に準じた．

3．試験結果並びに考察

場内試験圃場は排水が良好で県内一般水田への適応性

が低いので，現地試験は平坦地で試験を行なった．

1．施肥法と生育収量への影響

場内試験では耕転機～表層・翠耕～全層施肥が活着が
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田縫え直伝働伽甥軋班葡棚　成熟坤

第2園～1．NH3－Nの変化（乾土100g中の喝）

田癒え癌蹄棚出穂期　成詔叫

第2図～2．



東北農業研究　第2号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　65

良く，生育が順調に経過し，第2表のとおり収量に好影

響を及ぼした．耕転機～全層・撃耕～表層施肥はやや劣

るようである．

これは第2図のNHユーNの変化から見ても耕転機耕は

鋤耕に比べ，生育初期に急激にNが減少しており生育調

査と一致する，Ehについては判然とした便向は見受け

られない．

第2蓑～1．成熟期調査（3カ年平均値）

第2衰～2　　年　　次　　別　　収　　量 （アール当りの

比
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2．施肥法と土質との関係

現地試験で土質と施肥法との関係を究めた．精密調査

は出来なかったが周知のとおり砂壌土では表層施肥，埴

土・泥炭地は全層施肥がやや生育が優り．第3図の収量

第3臥現地試験収量比　（2カ年平均値）

比のような好結果をもたらした．根付け肥の効果は各土

質とも量的関係が明らかでなかった．

過去4カ年の天候・生育経過等を総合検討すれば次の

ようになる．

（1）砂凍土または落差のある地帯で，診透性が高い水

田では表層施肥が好ましい．

蝮）平坦地で潅漑水の遊水するような地帯・粘土質の

地帯では全層施肥が優り，裏東北の山形の庄内分場・秋

田県農武の成績と同様に表東北でもその便向にあること

が判った．

（3）動力耕転機利用試験を確立するためには，生育と

水との関係を早急に解決されなければならないと思考さ

れる．

なお引き続き試験を継続実施中である．

出穂時における穂数制限が穎花の

稔実に及ぼす影響について

八柳　三郎・酒　井　　英・布施　成人

（東北長講盛岡試験地）

水稲の生育経過を見ると，初期生育が促進良化された　る・この穂部の劣悪化を防ぐ方法を見出す第一歩として

稲株では往々にして分垂の多発をみ，いわゆる過剰生育　各分築茎間の茎葉の依存・同化物の移行の有無について

となり，穂部が劣悪化して初期の生育に反した結果とな　「出穂期の穂数制限処理」により試験したのでその結果


